
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

 
学 校 名       

 
恵那市立山岡小学校 

 
実 施 期 間 

 
平成２５年１１月 １日（金）～１１月１４日（木） 

実 施 概 要 
 

①親子読書週間  
②個別懇談会  
③給食試食会  
④生産者との交流会  
⑤授業参観及び親子行事及び教育講演会  

 
実 施 内 容 

 
 

 
学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   レ文化   □産業   レその他  
 
公開の方法 
 レ授業公開発表 □成果発表 レ交流活動 レ講演会等 
 
 □地域行事等参加  レその他  

 
来 校 者 数 

 
 

 
保 護 者 

①参加者   ８名 
②参加者１５７名 
③参加者  １２名 

 
 

 計１９１ 名 

地域関係者 ①参加者   ６名 
④参加者   ８名 

 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①親子読書週間につて  
・ＰＴＡ研修委員会が中心となって親子読書を実施。学年ごと
に本を選定し、各家庭に回覧。読書後は、親子で《親子読書
ノート》に感想を書き、参観日に掲示・交流する。 

・１０月２２日には、ＰＴＡ母親委員会による、本の読み聞か
せを実施。各学級に２名程度の母親が入り、朝の帯活動時間
に読み聞かせを実施  

②個別懇談会  
 ・２学期の子どもの様子を伝える。学校と家庭とで成果と課題

や今後の方向について共通理解し、子どもの成長に生かす。  
③給食試食会  
 ・忙しいときの簡単メニューの紹介、給食試食会、子どもたち

の給食の様子を参観してもらう､この３つの内容で行う。 
④生産者との交流会 
・５年生が農家に見学に行って学んだことをまとめ，その発表を農
家の方に聞いていただく会を開く。その後農家の方と一緒に給食
を食べる。 

⑤１２月７日に全学年授業公開、６年生親子行事〔琴の演奏〕教育講
演会「わが子が自信をもって生きる力を育むために」を実施する。 

 
成果及び課題 

 
 
 
 
 
 
 
 

①親子読書週間を通じて、家族の会話が増えるなどの効果も大き
かった。また家庭の教育力向上という点でも効果があった。 
母親委員会による読み聞かせも、子どもたちが本に親しむきっ  
かけとなった。また、保護者が学校を訪れ、学校を知るのによ 
い機会となった。  

③給食試食会を通して、参加されたどの方からも「参加して良かっ
た。子どもが楽しくおいしく食べている様子が見られて良かった。
また参加したい。」という声をもらえた。 

④交流会では、農家の方に教えていただいたことをまとめ、発表する
ことで､学習の成果や感謝の気持ちを伝えることができた。また、給
食を一緒に食べることで地域の方とのふれ合いの機会を持つことが
できた。 

  


